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数種のミュータンスレンサ球菌のうち， ヒト口腔には Stre ptococcus mutans (血清型 c/e/f型)
と S. sobrinus (d/左型)が分布している。そ乙で以下の研究では， S. mutans MT8148(c) , MT70 3 
R( 引 OMZ 1 75 (f)株ならびに S. sobrinus の B1 3 (d) , 67 1 5 (g) 株を使用した。各菌株の家兎免疫抗
血清を 1/3 飽和硫酸アンモニウム沈殿を繰り返して各血清型に対応する抗 c ， 抗 e ， 抗 J ， 抗 dおよび




クス粒子(各 20 Jl.e) とをスライドガラス上で室温 1 0 分間反応させた後，凝集活性として肉眼的に 3段
階で判定した。その結果，抗 C ， 抗 e ， 抗 J ， 抗 d および抗g型抗体感作ラテックス粒子は純培養した同
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一血清型のミュータンスレンサ球菌の全菌浮遊液と凝集反応を示した。種々の抗原抽出法のうち 8M亜硝
酸ナトリウムと 2M酢酸の等量混合による抽出抗原の検出感度が最も高く， S. mutans の血清型 c/e
型間，血清型 e/f型間あるいは <1. sobrinus 血清型 d/g型間で交文反応を生じるものの，その他の
レンサ球菌とは反応せず，反応特異性も優れている乙とが明らかにされた。
つぎに， 日本人小児(平均年齢 5. 7 歳， 168 名)からプラークを採取し，その 0.1 mgを亜硝酸抽出法に
より抗原液を調製した。各抗原液を抗 c ， 抗 e ， 抗 J ， 抗 d および抗g抗体感作ラテックス粒子とそれぞ
れ反応させ，最大の凝集活性を示した試験結果と MSB 寒天平板培地を用いて算出したプラーク中のミ
ュータンスレンサ球菌数との聞には推計学的に有意の正の相関 (x 2-検定， p く 0.0001) が示された。
また， s. sobrinus d 型菌のみが検出された検体( 1 名)は抗d型抗体感作ラテックス粒子とのみ反応
した。同検体を除き， 5 つの血清型に対する抗体感作ラテックス粒子のいずれかに陽性反応を示した検体
(1 16 名)はすべて抗 c および抗 e 型抗体感作ラテックス粒子のいずれかとも反応した。乙の結果から，
日本人小児のフ。ラーク中のミュータンスレンサ球菌は，抗 c および抗 e 型抗体感作ラテックス粒子を組み
合わせた凝集試験で十分検出できるととが明らかになった口また 培養法によってミュータンスレンサ球
菌の検出された 142 検体のうちの 116 検体の抽出抗原は 抗 C あるいは抗 e 型抗体感作ラテックス粒子
のいずれかと反応し，乙の 2 種のラテックス凝集試験を用いたときの感度は 8 1. 7 箔で， ミュータンスレ
ンサ球菌の検出されなかった 2 6 検体はすべて乙れらの感作ラテックス粒子とは反応せず，特異度は 100
%と算出された。また，抗 c ， 抗 e あるいは抗f型抗体感作ラテックス粒子のいずれかと反応したプラー
ク中には血清型 c/e/jのうち少なくとも 1 種以上の血清型の s. mutans が培養法によって検出さ
れ，また抗 d あるいは坑g型抗体感作ラテックス粒子と反応した検体中には s. sobrinus d あるし、は g
型菌のいずれかが検出された。さらに 上記被験者中 9 1 名について プラークの抽出抗原と抗 c あるい
は抗 e 型抗体感作ラテックス粒子との凝集活性は麟蝕歯面数および踊蝕経験歯面数との聞に有意の正の相
関 (p く 0.0001) を示した。一方，唾液中のミュータンスレンサ球菌数も，踊蝕歯面数や踊蝕経験歯面
数との間に有意の正の相関 (ρ く 0.005) を認めた。








その結果，血清型 c ， e , f , d および g型のミュータンスレンサ球菌の全菌体に対するウサギ IgG 抗
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体を吸着させたラテックス粒子が純培養した同一血清型のミュータンスレンサ球菌の亜硝酸抽出抗原と
凝集反応を示し血清型 c/ e/f 型の S. mutans 間あるいは血清型d/g型の S. sobrinus 間で交
文反応を示すものの 両菌種間あるいはその他のレンサ球菌を明確に識別できる乙とを明らかにした。ま
た，デンタノレプラークから直接亜硝酸抽出して得た抗原液と各血清型に対する抗体感作ラテックス粒子と
の凝集反応の活性に応じて プラーク中のミュータンスレンサ球菌の存否 多寡および、菌種を評価できる
乙とも明らかにした。さらに プラークを用いたラテックス凝集試験の判定結果が，被験小児の麟蝕経験
歯面数と強く相関している乙とも示した。乙れらの結果は本試験法が踊蝕原性細菌であるミュータンスレ
ンサ球菌を直接指標とした麟蝕活動性試験として応用できる乙とを示している。
以上のように，その成果が小児歯科における麟蝕の治療と予防の両面で将来大きく役立つことが期待さ
れる乙の研究は，歯学博士の学位請求に値するものであると認める。
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